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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）１ 

通 告 
月 日 

８・１８ 

通 告 者 名 井 川 郁 恵 

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発

言

の

要

旨 

 

１ 高齢者がいつまでも元気で健やかに暮らすための施策について 

 

 （１） 高齢者の現状について 

 （２） 本市の健診事業及び高齢者フレイル対策事業について 

 （３） 本市の介護予防事業について 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）２ 

通 告 
月 日 

８・１９ 

通 告 者 名 横 田 光 正 

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発
言
の
要
旨 

 

１ 災害に対する避難訓練と避難訓練支援体制について 

 

 （１） 本市における避難訓練について 

 （２） 豊川市津波避難マニュアルについて 

 （３） 土砂災害と避難訓練について 

 （４） 避難行動要支援者個別避難計画について 

 （５） 今後の避難訓練について 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）３ 

通 告 
月 日 

８・２２ 

通 告 者 名 加 藤 典 子 

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発
言
の
要
旨 

 

１ ライフステージにおける女性のヘルスケアについて 

 

 （１） 思春期について 

 （２） 成熟期について 

 （３） 更年期について 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）４－① 

通 告 
月 日 

８・２２ 

通 告 者 名 安 間 寛 子 

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発

言

の

要

旨 

 

１ 新型コロナ感染症「第７波」から市民の命を守るとりくみについて 

 

 （１） 発熱外来・保健所の体制の充実、無料のＰＣＲ等検査体制の強化を 

     １日の新規感染者数、死亡者数が過去最高となり、また新たな株Ｂ  

    Ａ２．７５が確認されました。新規感染者をできるだけ抑えるため

に、以下、伺います。 

    ① 「第７波」の感染状況と新型コロナの危険性についての市の認識 

 は。 

    ② コロナ感染でお困りの方への相談窓口を創設し、生活支援等含む 

相談体制づくりを。 

   ③ 陽性者の早期の健康観察と療養のために、発熱外来から保健所へ 

    の陽性者の申請はメールで行うこと。ＩＤ、パルスオキシメーター

（市も購入し支援をする）貸し出しなどは外来で受け取れるように

し、医療機関に相応の財政支援をすること。保健所の人員増を実現

させる。 

   ④ 県の無料のＰＣＲ検査体制を継続させ、発熱外来へＰＣＲ検査機

器の整備支援をする。抗原検査キットを、事業所、学校、保育園、

児童クラブなどを通じて市民全体に無料配布し、積極的に活用させ

ること。また、濃厚接触者となった医療従事者・介護職員・福祉職

員が業務を続けるための頻回検査へ支援をするお考えを伺う。 

 （２） ワクチン接種について 

    ① ３回目接種の実績について。中・若年層の接種状況と促進につい

て。 

    ② ３回目、４回目接種の有効性・安全性についての情報発信につい

て。 

（３） 市内病院への経営支援の実現を 

   ① 「第７波」のもとでの豊川市民病院での陽性者・一般患者の受入

状況と課題について。 

   ② 市民病院等の、診療報酬全体の引下げや物価高騰の影響による減

収・費用増加など、その経営状況について伺う。また人員確保の状

況も伺う。 

   ③ 市内病院への経営支援のお考えは。 

 

２ コロナ禍と物価高騰で苦しむ中小企業などの経営・営業を守るとりくみに

ついて 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）４－② 

通 告 
月 日 

８・２２ 

通 告 者 名 安 間 寛 子  

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発

言

の

要

旨 

 

 （１） 地方創生臨時交付金を活用し、高すぎる国保料の独自減免を行うこ

と 

     昨年の県の給付金が事業収入に含まれるため、２０２２年度の国保

料が「高くて驚いた。払えない」の声が寄せられている。コロナ禍と

物価高騰のもと、減免が必要であり、以下伺う。 

    ① 前年度の国県のコロナ対策の補助金や協力金が全額収入認定さ

れ、市県民税等が引上げられている影響について伺う。 

    ② 「国保料のコロナ特例減免」について、内容と実績を伺う。減免

申請では給付金等は事業収入に含めることで良いか。厚労省の通知

内容、減免申請の周知方法などを併せて伺う。 

    ③ 国が示したコロナ特例減免基準に該当しない世帯にも、地方創生

臨時交付金を活用し、市独自の基準で減免を拡大することや、新型

コロナに感染した個人事業主への傷病手当支給を実施するお考えを

伺う。 

 （２） 中小企業の過剰債務問題に市独自の支援策を 

     コロナ危機の長期化のもと、最長３年間、実質無利子・無担保で借

りられるコロナ融資「ゼロゼロ融資」が活用され、今後本格的な返済

が迫られる。しかし、コロナ危機の継続と物価高騰で、返済に窮し倒

産に追い込まれる事業所が急増することが危惧される。国と県に債務

の軽減・免除・返済猶予のための財政的支援を求めるとともに、市独

自の支援策について以下伺う。 

    ① 「ゼロゼロ融資」の市内の活用実績と今後の返済の見通しについ

ての市の見解は。 

    ② 市独自の無利子・無担保期間の延長や、事業所への直接支援制度

の実施のお考えは。また、地方創生臨時交付金の活用はできるか。 

 

３ 統一教会（世界平和統一家庭連合）及びその関連団体と本市の関係の解明

と関係の断絶、霊感商法等の被害の相談対応について 

 

連日、統一教会（世界平和統一家庭連合）とその関連団体（勝共連合、ピー

スロード等）と政治・行政との関係が報道され、閣僚をはじめ多くの国会議員

との関係も明らかになり、「今後は関係を一切絶つ」との発言を元文科大臣が

しています。統一教会は霊感商法や高額献金、集団結婚式など反社会的な活動

で多くの被害が出ており被害者の救済が必要です。 

安城市や浜松市等では、統一教会やその関連団体のイベントに市が祝電を送

る、また寄付を受けるなどしていました。市が団体と関係を持つことは、これ

ら団体へお墨付きを与え広告塔になりかねません。 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）４－③ 

通 告 
月 日 

８・２２ 

通 告 者 名 安 間 寛 子  

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発

言

の

要

旨 

 

本市と統一教会及び関連団体との関係について、市の外郭団体との関係も含

め全貌を伺います。また関係があるとしたら、今後、その関係は断絶し、寄付

は返金することを求めます。 

そして、統一教会とその関係団体による被害の状況をつかみ、相談窓口を設

置していただきたい。答弁は市長にお伺いいたします。 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）５ 

通 告 
月 日 

８・２２ 

通 告 者 名 大 場 昌 克 

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発

言

の

要

旨 

 

１ 豊川市の公金等のキャッシュレス化について 

 

 （１） 現状の確認について 

① 現金収納（利用料、手数料等）の状況について 

    ② キャッシュレス化の可能性について 

    ③ 近隣自治体の取組状況について 

（２） 今後の対応について 

    ① 現在の取組状況を踏まえて、更なる導入への課題について 

    ② 今後の目指す方向性について 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）６ 

通 告 
月 日 

８・２２ 

通 告 者 名 佐 藤 郁 恵 

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発

言

の

要

旨 

 

１ 子どもの権利条約を生かした校則の見通しと、教員の働き方改善について 

 

 （１） 文部科学省の「生徒指導提要」の改定の状況と内容について 

 （２） 豊川市内中学校の校則、生徒の意見をとり入れた校則、学校生活の

ルールの現状について、また今後の考え方について 

 （３） 教員不足と教員の働き方改善の対応について 

 

２ ヤングケアラーの現状と支援策、ケアラー支援条例の制定について 

 

 （１） ヤングケアラーの現状、認識について 

 （２） ヤングケアラー情報収集、集約体制について 

 （３） ヤングケアラー支援のスクールソーシャルワーカーの位置づけと増

員の考えについて 

 （４） ヤングケアラー支援のヘルパーの無償派遣の考えについて 

 （５） ヤングケアラーハンドブックを渡し、相談先の紹介など、情報提供

する考えについて 

 （６） ケアラー支援条例の制定を検討する考えについて 

 

３ 弔意の強制につながる安倍元首相の「国葬」の中止の意見を述べるお考え 

について 

 

 岸田内閣は安倍元首相の「国葬」を９月２７日に行うことを閣議決定した。 

学校の休校や弔旗・黙とうなど弔意の表明を強制されかねない。法的根拠もな 

く世論が２分している国葬の中止について国に意見を述べるお考えについて伺 

う。 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）７ 

通 告 
月 日 

８・２２ 

通 告 者 名 佐々木 和 美 

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発

言

の

要

旨 

 

１ こども家庭庁設置等にかかる本市への影響や課題、対応について 

 

 （１） こども家庭庁の概要について 

 （２） こども家庭庁の設置等から想定される影響や課題について 

 （３） 今後の対応について 

 

２ 子ども、家庭への支援について 

 

 （１） 包括的な支援体制の整備について 

 （２） 障害児支援について 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）８ 

通 告 
月 日 

８・２２ 

通 告 者 名 星 川 博 文 

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発
言
の
要
旨 

 

１ 本市の小中学校における教育環境の変化に対する今後の方向性について 

 

 （１） 教員の多忙化対策について 

 （２） 子たちの学力向上に向けた教育環境の整備について 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）９ 

通 告 
月 日 

８・２２ 

通 告 者 名 遠 山   剛 

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発

言

の

要

旨 

 

１ 心を育てる教育について 

 

 （１） 支援が必要な児童生徒への対応について 

 （２） 教育相談等について 

（３） 心の成長に向けて学校が取り組んでいることについて 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）１０ 

通 告 
月 日 

８・２２ 

通 告 者 名 倉 橋 英 樹 

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発

言

の

要

旨 

 

１ 小中学校の校則について 

 

 一昔前、男子生徒は丸坊主という校則があった時代から考えると全国的に校

則というものは緩くなってきていると認識します。しかし、ポニーテールやツ

ーブロックの禁止、下着の色を制限するなどの校則が今なお残っていることが

多く、メディアでは「ブラック校則」として紹介されることがあります。 

 そこで豊川市民を対象にアンケート調査したところ、多くの児童や保護者の

方々から本市にもブラック校則があるとの回答を得ました。そこで、本市の現

状と今後の見直しについて伺います。 

 

 （１） 校則の意義、現状などについて 

 （２） 今後の見直しについて 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）１１ 

通 告 
月 日 

８・２２ 

通 告 者 名 八 木 月 子 

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発

言

の

要

旨 

 

１ 学校のプール授業について 

  

 （１） 授業の現状について 

 （２） 施設について 

（３） 今後のプール授業について 
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令和４年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）１２ 

通 告 
月 日 

８・２２ 

通 告 者 名 木 本 朗 善 

質 問 の 種 別 一般質問 

質 問 の 方 式 一問一答方式 

発

言

の

要

旨 

 

１ 御油のマツ並木保護・活用と御油宿、赤坂宿を含めた連携について 

  

 （１） 御油のマツ並木の現状について 

 （２） 御油松並木公園について 

（３） 県道長沢国府線について 

（４） 観光資源としての御油のマツ並木、御油宿・赤坂宿 

（５） 市民との協働による取り組みについて 

（６） 御油のマツ並木、御油宿・赤坂宿の歴史的遺産の活用 

（７） 県道長沢国府線の付け替えについて 

（８） 御油のマツ並木、御油宿・赤坂宿を面として捉えた利活用の今後の

展望について 

  

  
 


